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議
会
だ
よ
り

㌫
）。
そ
の
中
で
10
年
以
内
に
消
滅
す
る

と
思
わ
れ
る
集
落
が
４
２
３
、
い
ず
れ
は

な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
集
落
２
千
２
２
０

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

驚
く
こ
と
に
、
内
子
町
で
は
27
集
落
が

「
限
界
集
落
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す（
21
年
７
月
９
日
調
査
）。

　

内
子
町
に
は
１
５
２
の
行
政
区
、
集
落

が
あ
り
ま
す
。
稲
本
町
長
も
限
界
集
落
対

策
を
重
要
な
行
政
課
題
と
位
置
付
け
、
若

手
職
員
20
人
に
よ
る「
限
界
集
落
実
態
調

査
検
討
委
員
会
」を
9
月
上
旬
に
立
ち
上

げ
、
実
態
調
査
か
ら
手
掛
け
よ
う
と
取
り

組
み
は
じ
め
た
よ
う
で
す
。
わ
た
し
た
ち

議
員
も
、
町
民
の
代
表
と
し
て
、
町
民
の

目
線
で
行
政
と
一
緒
に
対
策
を
講
じ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
32
号

第
４
回
内
子
町
議
会
議
員
研
修
会

　

10
月
22
日
、
内
子
町
議
会
議
員
18
人
が
出
席
し
「
第
４
回
内
子
町
議
会
議
員
研
修

会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
民
主
党
政
権
が
見
直
し
を
行
っ
た
総
額
約
15
兆
円
の
国
の
補
正
予
算

（
臨
時
交
付
金
）
の
内
子
町
分
（
約
５
億
３
千
３
０
０
万
円
）
へ
の
影
響
、
予
算
・
決

算
の
状
況
お
よ
び
財
政
の
健
全
化
、
限
界
集
落
の
現
状
と
国
の
集
落
支
援
員
制
度
に

つ
い
て
、
町
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
研
修
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員　

泉　

浩ひ
ろ

壽と
し

　

研
修
会
に
先
立
っ
て
、
下
野
総
務
常
任

委
員
長
か
ら
研
修
内
容
に
つ
い
て
意
見
を

求
め
ら
れ
、「
新
人
議
員
と
し
て
は
、
や
は

り
町
の
家
計
簿
が
一
番
で
す
」と
述
べ
た

と
こ
ろ
、
委
員
長
の
配
慮
に
よ
り
今
回
の

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

①
予
算
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　

財
政
運
営
の
基
本
的
な
課
題
は
、
政
策

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
与
え
ら
れ
た

条
件
の
下
で
い
か
に
適
切
か
つ
効
率
的
に

事
業
を
行
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
計
画
的
に
執
行
し
て
い
く

制
度
、
す
な
わ
ち
予
算
制
度
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

予
算
と
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
普
通
地

方
公
共
団
体
の
長
が
作
成
し
、
議
会
の
議

決
を
要
件
と
し
て
成
立
す
る
一
会
計
年
度

の
財
政
行
為
の
準
則
で
す
。
主
に
当
該
会

計
年
度
の
収
支
の
見
積
も
り
で
あ
り
、
歳

入
・
歳
出
の
予
定
準
則
を
い
い
ま
す
。

　

今
回
は
予
算
の
構
成
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
し
、
そ
の
ほ
か
は
項
目
の
み
と
し
ま

す
。

◎
予
算
を
構
成
す
る
７
項
目

⑴
歳
入
歳
出
予
算
＝
一
般
的
に
収
入
と
支

出
に
係
る
予
算
の
こ
と
。

⑵
継
続
費
＝
数
年
度
に
わ
た
っ
て
支
出

す
る
経
費
。
大
型
事
業
な
ど
完
成
に
数
年

を
要
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
初
年
度
に
経

費
の
総
額
と
年
割
額
を
定
め
、
一
括
し
て

議
会
の
議
決
を
得
る
。
地
方
自
治
法
第

２
１
２
条
に
定
め
ら
れ
、
会
計
年
度
独
立

の
原
則
の
例
外
と
な
る
。

⑶
繰
越
明
許
費
＝
歳
出
予
算
の
経
費
の
う

ち
、
性
質
上
ま
た
は
予
算
成
立
後
の
理
由

に
よ
っ
て
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い

と
見
込
ま
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
予
算

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
翌
年
度
に
繰

越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
。

同
法
第
２
１
３
条
に
定
め
ら
れ
、
会
計
年

度
独
立
の
原
則
の
例
外
と
な
る
。

⑷
債
務
負
担
行
為
＝
同
法
第
２
１
４
条
に

よ
り
、
歳
出
予
算
の
金
額
・
継
続
費
・
繰

越
明
許
費
を
除
き
、
市
町
村
が
将
来
の
財

政
負
担
を
伴
う
債
務
を
負
う
た
め
に
は
予

算
で
債
務
負
担
行
為
を
定
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
歳
入
・
歳
出
予
算
、
そ

の
ほ
か
の
予
算
と
と
も
に
、
議
会
の
審
議

事
項
と
な
る
。

⑸
地
方
債
＝
地
方
公
共
団
体
が
資
金
の
借

入
れ
に
よ
っ
て
負
う
債
務
で
、
そ
の
返
済

が
一
会
計
年
度
を
超
え
る
も
の
を
い
う
。

同
法
第
２
３
０
条
に「
地
方
公
共
団
体
は

予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
地
方
債

を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
。
定

め
る
内
容
は
、
起
債
の
目
的
、
限
度
額
、

起
債
の
方
法
、
利
率
お
よ
び
償
還
の
方
法

で
、
地
方
債
を
財
源
に
す
る
事
業
は
、
地

方
財
政
法
第
５
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

⑹
一
時
借
入
金
＝
会
計
年
度
中
に
、
収
入

と
支
出
の
時
期
的
な
不
一
致
な
ど
か
ら
現

金
が
不
足
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
金
繰
り

の
た
め
に
行
う
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
金

を
い
う
。
借
入
金
は
、
年
度
内
に
償
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑺
流
用
＝
予
算
科
目
は「
款
」「
項
」「
目
」

「
節
」か
ら
構
成
さ
れ
る
。
款
と
項
は
議
決

科
目
と
呼
ば
れ
、
そ
の
間
の
流
用
は
原
則

と
し
て
で
き
な
い
。
目
と
節
は
執
行
科
目

と
呼
ば
れ
、
流
用
が
可
能
。

◎
予
算
の
原
則

◦
総
計
予
算
主
義
の
原
則

◦
会
計
年
度
独
立
の
原
則

◦
予
算
の
事
前
決
議
の
原
則

◦
予
算
公
開
の
原
則

◦
予
算
統
一
の
原
則

◦
予
算
単
一
主
義
の
原
則

◎
予
算
の
編
成

当
初
予
算
＝
年
度
開
始
前
に
議
会
の
議
決

を
受
け
る
。

補
正
予
算
＝
予
算
の
調
製
後
、
災
害
な
ど

や
む
を
得
な
い
事
情
の
発
生
に
よ
る
場
合

に
、
原
則
と
し
て
年
４
回
開
催
さ
れ
る
定

例
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
予
算
の
繰
越

◦
継
続
費
の
逓て

い

次じ
（
＝
順
次
）繰
越

◦
繰
越
明
許
費
の
繰
越

◦
事
故
繰
越

②
21
年
度
国
の
補
正
予
算（
臨
時
交
付
金
）

　

21
年
度
臨
時
交
付
金
に
お
け
る
内
子
町

の
各
種
事
業（
総
額
５
億
３
千
３
０
０
万

円
）
は
、
町
民
の
安
全
・
安
心
に
欠
か
せ

な
い
事
業
ば
か
り
で
あ
り
、
影
響
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
民
主
党
政

権
に
よ
っ
て
事
業
中
止
と
な
っ
た「
子
育

て
応
援
特
別
手
当
交
付
金
事
業
」以
外
は
、

今
の
と
こ
ろ
影
響
が
な
い
と
の
説
明
で
あ

り
、
安
心
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員　
　

中
本　

勇い
さ
む

①
内
子
町
の
財
政
は
大
丈
夫
か

　

旧
内
子
町
は
、
昭
和
30
年
の「
昭
和
の

大
合
併
」で
５
カ
町
村
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
が
、
そ
の
３
年
後
に
財
政
破
た

ん
を
お
こ
し
ま
し
た
。
ま
た
旧
小
田
町
も

昭
和
53
年
に
財
政
再
建
団
体
と
な
っ
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
夕
張
市
が
財
政
破
た
ん
し
、
財

政
再
建
団
体
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
国
は
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置

法
を
50
年
ぶ
り
に
見
直
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
今
ま
で
の
制
度

の
課
題
が
で
て
き
た
た
め
で
す
。

⑴
分
か
り
や
す
い
財
政
情
報
の
公
開
な
ど

が
不
十
分
だ
っ
た
。

⑵
再
建
団
体
の
基
準（
赤
字
比
率
20
㌫
以

上
）の
み
で
早
期
是
正
機
能
が
な
か
っ
た
。

⑶
普
通
会
計
を
中
心
に
し
た
収
支
の
指
標

の
み
で
、
負
債
な
ど
の
財
政
状
況
に
課
題

が
あ
っ
て
も
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
。

⑷
公
営
企
業
に
も
早
期
是
正
機
能
が
な

か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
て「
健
全
化

段
階（
指
標
の
整
備
と
情
報
公
開
の
徹

底
）」「
早
期
健
全
化
段
階（
自
主
的
な
改

善
努
力
に
よ
る
財
政
健
全
化
）」「
再
生
段

階（
国
な
ど
の
関
与
に
よ
る
確
実
な
再

生
）」の
３
段
階
で
確
認
す
る
た
め
、
平
成

19
年
に
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
、
そ

の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報
告
し
、
公
表

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

指
標
に
は「
実
質
赤
字
比
率
」「
連
結
実

質
赤
字
比
率
」「
実
質
公
債
費
比
率
」「
将

来
負
担
比
率
」、
企
業
会
計
に
お
け
る
資

金
不
足
の
比
率
を
示
す「
資
金
不
足
比
率
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
５
つ
の
指
標
で
判
断

す
る
基
準
が「
早
期
健
全
化
基
準（
通
称

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」と「
財
政
再
生
基
準

（
通
称
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）」で
す
。

　

内
子
町
の
比
率
は「
広
報
う
ち
こ
」
10

月
15
日
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

健
全
な
数
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ホ
ッ

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
内
市
町
と
比
べ
る
と
、
次
の
表
の
よ

う
に
、
内
子
町
は
中
の
中
く
ら
い
に
位
置

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
内
子
町
が
財
政
再

建
団
体
と
な
ら
な
い
よ
う
、
わ
た
し
た
ち

議
員
も
し
っ
か
り
事
業
執
行
を
選
択
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

②
内
子
町
の
限
界
集
落
の
現
状

　
「
限
界
集
落
」の
定
義
は
、
高
知
大
学
で

林
業
を
研
究
し
て
い
た
大
野
晃
教
授
が
平

成
３
年
に
四
国
の
山
村
で
調
査
を
行
っ
た

際
に
、
安
い
輸
入
材
に
押
さ
れ
て
林
業
が

衰
退
し
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
ん
で
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
集
落
人
口
の
半
数
を

超
え
、
冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
道
つ
く
り
な

ど
の
社
会
的
共
同
作
業
も
で
き
な
い
、
集

落
の
維
持
管
理
が
限
界
に
な
っ
て
い
る
状

態
を
名
付
け
ま
し
た
。

　

19
年
に
、
国
土
交
通
省
と
総
務
省
は
共

同
で
集
落
の
現
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
全
国
の
過
疎
地
域

に
あ
る
６
万
２
千
２
７
３
集
落
の
う
ち
、

限
界
集
落
が
７
千
８
７
８
集
落（
12
．
６

「
予
算
構
成
と
編
成
」「
国
の
補
正

予
算
見
直
し
の
影
響
」に
つ
い
て

内
子
町
が

財
政
破
た
ん
し
な
い
た
め
に

行政区 高齢化率 行政区 高齢化率 行政区 高齢化率

山鳥坂 100.00 源　台 60.98 熊ノ滝 53.52
池田２ 81.82 上川上 60.34 祝　谷 52.78
池田１ 78.57 上日ノ地 60.32 石畳７ 52.52
下臼杵 70.59 野　村 56.86 豊秋町 52.27
北　浦 67.86 乙影山 56.82 立川中央 51.92
臼杵中 67.50 大　平 55.88 中田渡１ 50.72
東　組 66.67 上川西 54.17 長　田 50.69

中田渡４ 63.64 北　深 54.05 道　徳 50.00
八　代 61.61 上田渡谷 53.85 日野泉 50.00

■内子町内の限界集落（21年７月９日調べ）
［単位：％］

■財政健全化判断比率クロス表（20年度決算）


